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先週は株も為替も大きな動きはありませんでした。 

米国の財政出動とワクチンへの期待からマーケットは楽観的ですが世界的にコロナの猛威

は勢いが衰えません。米国の大都市の不動産は一部で価格の下落が起きているという話も

あり、いつまでマーケットの楽観的な雰囲気が続くのか気になります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は先週１０２．６－１０４．５円のレンジをブレイクするまでは、レンジ内での

細かい売買がよさそうです。 

週足で見ても下落トレンドが続いているので、１０５円を超えてくるまでは下落リスクを

考えて取引したいです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円は再度高値トライとなりそうなペアが多いです。 

１月高値を超えてくるかどうかです。中長期的にも上昇トレンドとなっているペアが多い

ので、買いを狙っていきたいです。 

    

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

日本では１２月鉱工業生産などがあります。 

米国では１１月ケース・シラー米住宅価格指数、１月リッチモンド連銀製造業指数、１２

月耐久財受注、ＦＯＭＣ政策金利、パウエルＦＲＢ議長定例会見、前週分新規失業保険申

請件数、１０－１２月期ＧＤＰ（速報値）、１２月新築住宅販売件数、１２月個人消費支出、

１０－１２月期四半期雇用コスト指数、１月シカゴ購買部協会景気指数、１月ミシガン大

学消費者信頼感指数などが発表されます。 

欧州ではドイツで１月ＩＦＯ企業景況感指数、１月消費者物価指数、１０－１２月期ＧＤ

Ｐ（速報値）、ユーロ圏でラガルドＥＣＢ総裁発言などがあります。 

ほかには、カナダで１１月ＧＤＰなどがあります。 


